
（参加者：代表者を含むスタッフ５名、一般参加者２３名、講師１名）

６月５日 1３時３0 分～1６時００分 実施

【調査地点の様子】

平成２３年度 十三干潟 (社)大阪自然環境保全協会 淀川自然観察会 担当

調査場所の様子 ヤマトシジミの浄化実験

クロベンケイガ二の抱卵 ヤマトシジミ・テナガエビ・カワリヌマエビ属



【見つかった生き物】

※リスト（調査シート）掲載種のうち、今回の調査で見つかった生き物を示しています。

平成２３年度 十三干潟 (社)大阪自然環境保全協会 淀川自然観察会 担当

和名

貝（巻き貝） イシマキガイ

貝（二枚貝） マガキ

タテジマフジツボ

ヨーロッパフジツボ

アカテガニ

アシハラガニ

クロベンケイガニ

多毛類 多毛類

ヨコエビ類 ヨコエビ類

分類

その他

カニ類

フジツボ類

貝類

【参加者の感想】

・淀川を、より身近に感じました。様々な生き物がすんでいることがわかり、

驚きました。

・継続して調査をすることが大切。毎回調査テーマを決めているのが良いと思

います。


